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目 次眼底検査は、瞳孔から目の奥の眼底をのぞき、

網膜や視神経、血管の状態などを調べる検査です。

網膜は、カメラに例えればフィルムの働きをし

ていて、身体の中で唯一、直接血管を見ること

ができます。検査法にはいくつかの種類があり

ますが、それぞれ一長一短があり、１つの検査だ

けでは不十分で、目的に合わせ組み合わせて行い

ます。眼底検査では、通常、瞳孔を広げる散瞳薬

を点眼した後に行います。多少まぶしく感じる

ものの、痛みはありません。見えにくさが4～5

時間続きますので、自動車の運転は避け、歩行

などにも注意する必要があります。ここでは、

いくつかの眼底検査についてご紹介いたします。
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図1  眼球の基本構造

眼に入った光の情報は「角膜」「瞳孔」「水晶体」「硝子体」を通って「網
膜」の上に像を結びます。その情報は「視神経」を通じ「脳」に伝えられ、
最終的に映像として認識されます（図1）。
眼の働きはしばしばカメラにたとえられ、水晶体はレンズ、網膜はフィ
ルムの働きをしているといえます。
眼底検査では網膜や視神経、眼底の血管の状態を主に調べます。
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図2  眼底の正面図（健常者）

■ 黄斑、中心窩とは
黄斑は、網膜の中でも視力をつかさどる重要な細胞が集中している中
心部で、ものの形、大きさ、色、立体、距離など光の情報の大半を識別
しています。この部分に異常が発生すると、視力低下をきたします。
また黄斑の中心部には中心窩という最も重要な部分があり（図2）、そ
の部分に異常をきたすと、視力の低下がさらに深刻になります。
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患者さんの目の前数センチの位置から、光源を内蔵した「直像鏡」で、
直接、瞳孔から眼底をのぞきこみます (図3)。眼底全体の観察には不
向きですが、視神経乳頭（神経線維が集まっているところ）や黄斑を
詳しく見るのに適しています。
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この検査でどんな病気が分かるの？

直像鏡検査法2

患者さんの眼の前に凸レンズを置き、光源を内蔵した「倒像鏡」を使っ
て眼の中に光を入れ、眼底を拡大して観察します (図4)。直像鏡検査
法よりも眼底の周辺部を含め、すみずみまで広く観察でき、全体像を
把握するのに役立ちます。
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図5 細隙灯顕微鏡による検査

眼球に細くて強い光を当てる細隙灯顕微鏡を用いて、病気の所見を拡
大して詳しく観察します（図5）。特殊なコンタクトレンズか、眼と接
触しない前置レンズを用いると、倒像鏡検査法、直像鏡検査法より、
眼底の状態を細かく、立体的に観察できます。
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眼底カメラにより眼底のカラー写真を撮影します (図6)。眼底写真撮
影には、散瞳薬を用いた散瞳撮影と、暗い部屋での自然散瞳を利用し
た無散瞳撮影があります。一般の健診などでは無散瞳撮影が行われま
すが、散瞳撮影のほうが網膜の中心部だけではなく、全体を観察でき
ます。加齢黄斑変性では、ドルーゼンと呼ばれる老廃物や出血、網膜
のむくみなどが見られます(図7)。
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図6  眼底写真撮影 図7  加齢黄斑変性の眼底写真

固定し、フラッシュを用いて撮影する。
眼底の中心部（黄斑）に、出血
や網膜のむくみが見られる。
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検査します。造影剤を腕の静脈に注射すると、10秒程度で眼底の血
管に届きます。そこに一定の波長の光を当てると、眼底の血管内の色
素が蛍光を発し、血管がはっきりと写り、血管の障害や血液成分の漏
出、新生血管などを検出することができます。蛍光眼底造影検査は、
他の病気との鑑別や診断の確定に有用です(図8)。
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